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ま
た

一

　

つ
夢
の
扉
が
開
き
そ
う
だ
。

東
北
大
学
版

「下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
と
も

い
う
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
を
研
究
・
開
発
す
る
ベ

ン
チ
ャ
↑
企
業
「未
来
エ
ナ
ジ
ー
ラ
ボ
」

（太
白
区
、
引
地
政
明
社
長
）
が
４
月

２７
日
に
設
立
さ
れ
、
将
来
的
に
は
東
北

大
学
発
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
、

全
国
さ
ら
に
は
世
界
に
向
け
て
、
提
供

し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
優
れ
て
い

る
の
は
、
鉛
蓄
電
池
に
比
べ
て
、
軽
量

で
あ
り
、
長
寿
命
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら

・に
、
Ｅ
Ｖ
車
だ
け
で
は
な
く
、
電
源
を

必
要
と
す
る
全
て
の
用
途
に
適
用
可
能

な
こ
と
だ
。
つ
ま
り
家
庭
に
１
台
あ
れ

ば
、
昼
間
は
Ｅ
Ｖ
車
用
と
し
て
、
夜
は

家
庭
用
の
電
源
と
し
て
使
う
こ
と
が
で

き
、
電
気
代
ゼ
ロ
円
生
活
も
送
れ
る
。

「地
産
目
消
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
、
こ
れ
が
地
域
ぐ
る
み
に
な
れ
ば
、

地
域
の
新
し
い
産
業
と
雇
用
に
も
つ
な

が
る
。

　

し
か
も
蓄
電
池
の
た
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
や
太
陽
光
な
ど
、
ロ
ス
の
大
き
さ
や

夜
間
お
よ
び
悪
天
候
時
の
効
率
の
悪
さ

な
ど
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
も
電
気
を
貯
め
、
な
お
か

，ミ

　

ゞ

　

，

　　　　　　

－

　

ノ

　　　

つ
逃
が
さ
な
い
。た
だ
、現
在
の
難
点
は

日
本
で
は
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
で

し
か
製
造
し
て
お
ら
ず
、
供
給
先
も
大

手
企
業
向
け
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
。

安
全
性
な
ど
を
配
慮
し
て
、
と
い
う

の
が
メ
ー
カ
ー
側
の
言
い
分
の
よ
う
だ

が
、
東
北
大
学
の
よ
う
な
研
究
機
関
で

も
手
に
入
ら
な
い
の
が
実
態
。従
っ
て
、

質
的
に
は
見
劣
り
す
る
中
国
な
ど
の
海

外
か
ら
調
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現

状
な
の
だ
。

量
産
型
工
場
、

被
災
学
校
跡
地
に

さ
ら
に
、
寒
冷
地
仕
様
や
中
山
間
地左から長谷川教授、引地社長、 白方特任教授

　エ
ー

リチウムイオン電池は鉛電池の４倍のパワー

向
け
な
ど
、
ロ
ッ
ト
が
ま
と
ま
り
に
く

い
も
の
は
大
手
企
業
の
対
象
外
と
な

り
、
生
産
も
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
東
北

大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
独
自
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
研
究
開
発
を
進
め
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
ち
上
げ
に
こ
ぎ

着
け
た
。

　

未
来
エ
ナ
ジ
ー
ラ
ボ
は
、
引
地
精
工

㈱
の
会
長
で
も
あ
っ
た
引
地
社
長
は
じ

め
４
人
の
出
資
者
ら
は
い
ず
れ
も
地
元

企
業
の
オ
ー
ナ
ー
で
、
個
人
と
し
て
出

資

（資
本
金
９
６
０
万
円
）
し
て
設
立

し
た
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発

を
先
導
す
る
の
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
で

そ
の
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
白
方
雅
人

東
北
大
学
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
特
任
教
授
。
白
方
特
任
教
授
に

よ
る
と
、

３

　

０
結
婚
Ｘ
１５
結
婚
の
サ
イ

ズ
の
同
重
量
で
鉛
バ
ッ
テ
リ
ー
と
比
較

す
る
と
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
４

倍
の
パ
ワ
ー
を
持
つ
と
い
う
。
層
を
重

ね
る
と
、
い
く
ら
で
も
容
量
を
増
大
で
－

き
る
上
、
現
状
で
も
１０
年
寿
命
が
持
つ

も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
白
方
特
任

教
授
は

「パ
ワ
ー
を
８
割
程
度
に
抑
え

れ
ば
、
理
論
的
に
は
無
限
大
の
寿
命
に

す
る
こ
と
も
可
能
」
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
主
導
し
て
き
た
東

北
大
学
未
来
科
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
の
長
谷
川
史
彦
教
授
は

「研
究
開
発
に
め
ど
が
立
て
ば
、
で
き

れ
ば
年
内
に
も
量
産
型
の
工
場
を
検
討

し
た
い
。
被
災
地
の
廃
校
に
な
る
学
校

跡
地
利
用
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
地
域

の
新
産
業
と
雇
用
の
創
出
が
図
れ
る
。

山
間
地
や
離
島
で
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

　

倦

ド
も
姿
を
消
し
て
お
り
、
簡
易
な
Ｅ
Ｖ

”

車
の
需
要
は
多
い
は
ず
。
さ
ら
に
寒
冷

ク

　　　　　　　　　　　　　　　

ェ

地
向
け
が
開
発
で
き
れ
ば
、
ロ
シ
ア
な

ジ

　　　　　　　　　　　　　　

ロ

ど
へ
の
輸
出
と
い
っ
た
海
外
展
開
も
可

け

能
だ
。
大
学
に
と
っ
て
は
垣
根
を
低
く

蛤

し
、
産
業
界
と
の
交
流
を
強
め
る
実
学

界

の
場
に
な
る
と
同
時
に
、
地
場
産
業
の
綴

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
」
と
意
気
込
み

船

を
語

っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　

９
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２
０
１
６
年
３
月
２７
日
、
仙
台
市
沿

岸
部
に
位
置
す
る
災
害
危
険
区
域
・
荒

浜
地
区
に
お
い
て
、
自
動
走
行
・
ド
ロ

ー
ン
飛
行
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
昨
年
、
仙
台
市
が
認
定

を
受
け
た
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
近

未
来
技
術
の
実
証
を
意
図
し
た
も
の

で
、
東
北
大
学
の
火
山
探
査
ド
ロ
ー
ン

や
小
型
電
気
自
動
車
の
公
道
上
自
動
走

行
の
ほ
か
、
荒
浜
小
学
校
校
庭
で
は
ロ

ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
㈱
に
よ
る
レ
ベ
ル
４

無
人
自
動
走
行
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　

仙
台
市
特
区
で
は
、
全
国
の
有
望
な

実
証
案
件
を
仙
台
に
呼
び
込
む
と
同
時

に
、
自
動
走
行
を
は
じ
め
と
し

た
先
進
的
な
技
術
を
駆
使
し
て

離
島
や
中
山
間
地
、
被
災
地
な

ど
で
の
よ
り
有
効
な
利
用
も
目

指
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
的
役

　　

［

割
を
果
た
し
て
い
る
東
北
大
学

未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
鈴
木
高

宏
教
授
は

「実
証
実
験
は
、
と

か
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
と

『あ

れ
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
』
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
が
、

今
回
は
そ
こ
に
留
ま
ら
ず
、
実

　　

熱

際
に
人
々
に
利
用
し
て
も
ら
う

荒浜で行われたレベル３での公道自動走行デモ

菰
福
山諸一幅

　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　

‐．・
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｛才

　　　

気｝｛，

　　　

′＜
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と
こ
ろ
ま
で
進
め
た
い
」
と
実
用
化
の

レ
ベ
ル
ま
で
進
め
る
決
意
を
語
っ
て
い

る
。運

転
席
で
健
康
診
断
も

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
利
用
も
可
能
に
な

る
。
先
端
医
療
と
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
融

合
で
、
重
度
疾
患
患
者
で
も
安
心
し
て

運
転
で
き
る
自
動
車
だ
。
近
年
運
転
中

に
失
神
し
て
暴
走
し
重
大
事
故
を
起
こ

す
ケ
ー
ス
が
複
数
発
生
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
生
体
計
測
が
で
き
る
非

接
触
型
の
セ
ン
サ
ー
を
開
発
し
、
運
転

席
に
座
る
と
、
健
康
状
態
が
確
認
で
き

る
。
し
か
も
病
院
の
診
察
室
の
よ
う
な

緊
張
状
態
の
中
で
は
な
く
、
ご
く
日
常

的
な
環
境
で
の
デ
ー
タ
だ
け
に
、
よ
り

実
感
あ
る
も
の
に
な
り
そ
う
だ
。

　

た
だ
、
自
動
走
行
に
向
け
た
実
際
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
レ
ベ
ル
４
と
い
わ

れ
る
公
道
で
の
完
全
無
人
走
行
は
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
条
約
な
ど
で
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
現
状
で
は
万
一
の
際
に
人
が
操

作
で
き
る
有
人
で
の
自
動
走
行

（レ
ベ

ル
３
）
ま
で
。

　

鈴
木
教
授
ら
は
、特
区
活
用
に
よ
り
、

限
定
地
域
で
の
公
道
上
レ
ベ
ル
４
自
動

走
行
を
今
後
働
き
か
け
て
い
く
ほ
か
、

地
元
企
業
に
よ
る
新
産
業
化
を
提
案
し

て
い
る
２
人
乗
り
の
小
型
Ｅ
Ｖ
車
の
認

定
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
２
人
乗
り

の
小
型
Ｅ
Ｖ
車
に
関
し
て
は
、
高
速
道

路
の
利
用
制
限
な
ど
を
条
件
に
、
軽
自

動
車
よ
り
車
検
項
目
を
削
減
し
た
基
準

の
検
討
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
家
戦
略
特
区
の
申
請
を
東
北
大
学

と
共
同
提
案
し
た
仙
台
市
で
は

「近
未

来
技
術
に
期
待
し
て
い
る
の
は
、
生
活

弱
者
や
交
通
弱
者
を
支
援
す
る
自
動
走

行
、
買
い
物
配
送
と
津
波
や
火
山
の
状

況
な
ど
を
把
握
す
る
災
害
時
で
の
利
用

の
２
点
。
特
区
な
の
で
仙
台
以
外
の
地

域
か
ら
の
参
加
も
積
極
的
に
進
め
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
づ
く
り
の
拠
点
を
仙
台

に
形
成
し
た
い
」
（畑
中
雄
貴
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
課
長
）
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
さ
ら
に
拡
大
発
展

す
る
た
め
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
東

北
次
世
代
移
動
体
技
術
実
証
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
、
東
北
大
学
、
仙
台
市
、
宮

城
県
、
東
北
経
済
連
合
会
の
四
者
に
よ

り
近
く
設
立
さ
れ
る
。
同
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
は
内
閣
府
や
経
済
産
業
省
、
国

土
交
通
省
な
ど
の
政
府
機
関
、
地
方
自

治
体
、
大
学
な
ど
学
術
機
関
、
み
や
ぎ

自
動
車
産
業
振
興
協
議
会
、
み
や
ぎ
高

度
電
子
機
械
産
業
振
興
協
議
会
な
ど
の

業
界
団
体
や
経
済
団
体
、
さ
ら
に
県
外

の
大
企
業
も
加
わ
り
、
５
０
０
社

（者
）

以
上
が
参
加
す
る
大
規
模
な
組
織
に
な

る
見
通
し
で
あ
る
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
築
は
、
上
記

の
各
取
り
組
み
を
組
織
的
に
も
支
え
る

も
の
。
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
に
は
政
府

目
標
で
あ
る
公
道
上
自
動
走
行
を
仙
台

で
実
現
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。
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